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その方は、昨年暮れに体調を崩し入院し末期の肺がんを診断された方でした。今年1月末に退院
した当初は体調を持ち直し、抗がん剤治療を受けて好きなパソコンも自宅で行っていたのです。

そんな時、急に6月中旬に左肺に転移し、担当医より「会わせたい人がいれば、すぐに会わせた
方が良い」と言われ、友人や親せきに会わせたとの事。毎日みるみる間に悪くなり、ベット上の
生活となってしまったのでした。

奥様はご主人を「殿」と呼んでいて、ご主人の枕元で以前二人で旅行した世界中の懐かしい話を
していたのが印象的でした。そんな時、奥様が見守るなか息を引き取ったのでした。

お悔みに訪問すると奥様から「主人が居なくなってから自宅の中でいつも主人の陰影を追いかけ
ている自分に気が付き、涙を流し・・・無意識に主人に話掛けようとしては居ない事に気が付き
涙を流す・・・」と話され泣かれておりました。

亡くなるという意味・・亡骸はなくなってもいつも奥様の隣で見守っている。見えなくても話し
かければ通じている。これからはご主人が生きられなかった分まで生きることが、ご主人と生き
る事になると思うと伝えました。

ご利用者様との別れや残されたご家族の想いを聞く度に人は死なないのではないかなという思い
に駆られます。
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いつも皆様方には、格別のご高配を賜り、厚
く御礼申し上げます。連日猛暑が続いておりま
すが、いかがお過ごしでしょうか。2020年東京

オリンピック開催となりましたがコロナ禍の中開催
の是非はともかくとして、日本人選手の活躍に目を
見張り胸躍る毎日です。コロナ感染者数が増える中、
いかに以前の平穏な生活を送れることがしあわせな
時間だったのかと身に染みております。暑さ厳しい
折りくれぐれもご自愛ください。



高齢者に訪問介護ならぬ“訪問
蚕” 時間を忘れて思い出話

かつて京都府福知山市などで盛ん
だった養蚕の文化継承を行う蚕業遺
産研究会の吉田武彦さん（62）＝水
内＝が、地域福祉の一助になればと、
訪問介護ならぬ“訪問蚕”と称した活
動を実験的に始めた。市内の高齢者
たちの交流の場に蚕や繭を届けて、
懐かしい思い出話に花を咲かせても
らうのがねらいという。吉田さんは、
三和中学校で社会科の教員をしてい
たころ、三和町内でもかつて養蚕が
盛んだったことから、「歴史の教科
書で生徒たちに養蚕を教えているが、
まずは自身が実体験することが大
事」と思い立ち、2017年から学校
で生徒たちと一緒に蚕を育て始めた。
それから毎年、衣笠繊維研究所理

事の廉屋巧さん＝大江町金屋＝や養
蚕農家の桐村さゆりさん＝下天津＝
から蚕を提供してもらったり、育て
方のポイントを教わったりしながら
育てている。昨年は、蚕業遺産を
テーマとしたフォーラムのパネリス

トらで、養蚕文化を次世代へ継承す
る方法を探る「蚕業遺産研究会」を
発足させたほか、蚕具の収集・保存
活動をする。訪問蚕の取り組みを
知ったのは昨夏。同研究会のメン
バーとともに、養蚕業の復活プロ
ジェクトに取り組む兵庫県養父市を
視察した時だった。高齢者たちのも
とに蚕を持っていって交流を深めて
いると聞き、「蚕を福祉に生かせる
のでは」と、実験に踏み切った。
蚕は飼育箱の中に入れると外に出

ることはなく、また手をかむことも
ないので、けがなどの心配がいらな
いため、高齢者のもとに持っていき
やすいという条件もあった。6月上
旬、三和町友渕の交流の場「すこや
かサロン」を運営する森脇和美さん
（62）の協力を得て、実験を開始し
た。第1回には70代、80代の男女4
人が森脇さん宅に集まった。吉田さ
んが体長7センチほどの蚕120頭を
自家用車で届けると、参加者たちは、
農家を助けた大切な副業であったこ
とや、まだ夜が明けないうちから餌
になる桑の葉を取っていたこと、住

み込みで養蚕農家の手伝いに行って
いたことなど、懐かしい話が絶える
ことなく続いた。
森脇さんは「6月中に計4回、サロ

ンのメンバーが少人数制で蚕や繭を
見ましたが、みなさん時間を忘れて
昔話に盛り上がっておられました。
高齢者にはいろんな関わりが必要。
この取り組みは良いですね」と話す。
吉田さんは「蚕は扱いやすく、子ど
もから高齢者まで様々な世代の人か
ら反応があるところが良い。教育、
福祉、国際交流など、養蚕の可能性
を今後も追求していきたい」と話し
ている。
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【介護福祉士】小櫃美和

７月１日に入社致しました小櫃美和と申します。
好きな言葉：『生きてるだけでまるもうけ』明石家さんま
一日一回以上笑えたら幸せ。
ご利用者様の笑顔を増やせたらもっと幸せです！

小櫃さんをどうぞよろしくお願いします。

【タオルで玉入れゲーム】
２人で息を合わせ、タオルを揺らし
てボールを箱に入れます。
『難しい～』と言いながらも箱に入
るまで何度も挑戦したくなります！
上半身の運動にもなり、皆さんの笑
い声と会話も弾む楽しい時間となり
ました。

新しい仲間が増えました！
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